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１．委員会活動方針１．委員会活動方針１．委員会活動方針１．委員会活動方針 

鎌倉青年会議所は、自らを高め、社会とともに成長する志をもった鎌倉の青年の集いであり、自発的

な活動を行う組織です。組織を理解し、率先して行動するメンバーが育ち、信頼される活動を展開して

いる青年会議所には、まちも青年を託したい。英知と勇気と情熱を持った人材が育ち、輩出し続ける循

環の仕組みこそが「明るい豊かな社会の実現」には必要です。そして、力強い青年会議所活動が今後も

継続され「明るい豊かな社会の実現」の基盤となる「会員拡大」の仕組みを作ってまいります。 

 本年の拡大研修委員会は、「会員拡大」と「会員資質の向上」の両立をテーマに、メンバー全員が「会

員拡大」の主役であり、その意識を高めると共に、青年会議所活動への理解を共有し、深めていくこと

で、メンバーとして自発的に行動できるという「会員資質の向上」が「会員拡大」へとつながる事業を

行います。３ＬＯＭ合同例会においては、主管として他の青年会議所の会員と交流し、鎌倉にとどまら

ない仲間とのふれあい、新たな気付きや学びを得るだけでなく、「会員の資質向上」に寄与する事業を

行います。「会員拡大」をテーマとする事業においては、メンバーだけでなく地域の皆様に青年会議所

活動の魅力を発信し、関心を持っていただき、我々の活動に賛同してもらい、「会員拡大」につながる

事業を行います。 

 すべての事業を完遂し、青年会議所活動への理解を深め、英知と勇気と情熱を持ったメンバーが自発

的な活動を展開できる組織になることで、継続的に地域に必要とされ信頼される組織として鎌倉青年会

議所の力強い活動が展開できます。その組織の現役メンバーが主体的な当事者となり、高い意識を持っ

た拡大活動を行うことで、継続的な「会員拡大」の仕組みを築き上げます。そして何より、鎌倉青年会

議所が「明るい豊かな社会の実現」を担う人材を地域に輩出し続けることにつながると確信いたします。 

    

    

２．委員会２．委員会２．委員会２．委員会事業事業事業事業計画計画計画計画    

（Ⅰ）会員拡大及び会員資質向上活動 

 （ａ）内   容：会員拡大、青年会議所の基本概要の説明、新入会員の育成、会員の資質向上 

 （ｂ）時   期：２０１６年 １月～１２月 

（ｃ）対   象：会員を対象に４０名程度、入会対象者並びに新入会員  

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載 

 

 



 

（Ⅱ）青年会議所活動の意義を学び、会員資質の向上が会員拡大につながる研修の開催 

 （ａ）内   容：勉強会の開催 

 （ｂ）時   期：２０１６年 ４月、１０月 

（ｃ）対   象：会員を対象に４０名程度並びに入会対象者 

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載 

 

（Ⅲ）近隣ＬＯＭと交流し、共に学ぶ事業の開催 

 （ａ）内   容：３ＬＯＭ合同例会の開催（主管：公益社団法人 鎌倉青年会議所） 

 （ｂ）時   期：２０１６年 ６月 

（ｃ）対   象：一般社団法人 逗子葉山青年会議所、一般社団法人 藤沢青年会議所、 

公益社団法人 鎌倉青年会議所会員を対象に４０名程度並びに入会対象者  

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載 

 

（Ⅳ）会員拡大活動のための事業の開催 

 （ａ）内   容：勉強会並びに交流会の開催 

 （ｂ）時   期：２０１６年 ８月 

（ｃ）対   象：会員を対象に４０名程度、入会対象者、ＯＢ並びに市民 

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載 

 

 

３．共通実施事項３．共通実施事項３．共通実施事項３．共通実施事項    

（ａ）会員拡大と資質向上の実施 

 （ｂ）渉外事業への参画、参加 


